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▼
清
瀬
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

改
正
理
由

　

清
瀬
市
防
災
会
議
の
所
掌
事
務
及
び
委
員
の
選
任

要
件
を
改
め
る
た
め
条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。

▼
清
瀬
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
9
月
30
日
付
け
で
、
任
期
満
了
と
な
る

東
田

委
員
を
引
き
続
き
委
員
に
任
命
し
た
い
と
す

る
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員　
　

東　

田　
　
　

▼
平
成
24
年
度
清
瀬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3

　
号
）

　

平
成
24
年
度
清
瀬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
12
億
9
千
54
万
6
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
263
億
9
千
648

万
5
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の

①　

地
方
特
例
交
付
金
で
は
、
で
当
初
予
算
4
千
361

万
8
千
円
に
対
し
、
6
千
310
万
6
千
円
の
交
付
決
定

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
差
額
1
千
948
万
8
千
円

の
増
額
補
正
で
す
。

②　

地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付
税
の
当
初
予
算

額
36
億
5
千
万
円
に
対
し
、
39
億
518
万
2
千
円
の
交

付
決
定
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
差
額
2
億
5
千

518
万
2
千
円
の
増
額
補
正
で
す
。
こ
の
増
額
要
因
は
、

基
準
財
政
収
入
額
で
固
定
資
産
税
の
家
屋
、
土
地
と

も
平
均
単
価
の
減
少
な
ど
に
よ
る
減
、
子
ど
も
手
当

と
エ
コ
カ
ー
減
税
の
特
例
交
付
の
廃
止
に
よ
る
減
な

ど
が
あ
り
、
前
年
度
を
下
回
る
一
方
、
基
準
財
政
需

要
額
で
は
、
生
活
保
護
費
の
単
位
費
用
や
補
正
係
数

の
増
、
高
齢
者
保
健
福
祉
費
の
測
定
単
位
の
増
な
ど

に
よ
り
前
年
度
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
増
額
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

③　

国
庫
支
出
金
で
は
、
昨
年
度
、
清
瀬
土
地
開
発

公
社
が
先
行
取
得
し
た
神
山
特
別
緑
地
保
全
地
区
用

地
を
市
が
買
い
戻
す
た
め
の
用
地
取
得
費
に
対
し
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
内
示
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
5
千
200
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

④　

都
支
出
金
で
は
、
歳
出
の
「
高
齢
者
熱
中
症
対

策
事
業
」、「
難
聴
者
用
磁
気
ル
ー
プ
購
入
」、「
子
ど

も
の
発
達
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
相
談
事
業
の
充

実
」、「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
な
ど
に
対
す
る

1
千
226
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

⑤　

財
産
収
入
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の
用
地
に
か

か
る
市
営
中
里
第
2
住
宅
用
地
3
棟
分
を
東
京
都
に

売
却
す
る
こ
と
に
よ
る
収
入
、
7
千
809
万
5
千
円
の

増
額
補
正
で
す
。

⑥　

寄
附
金
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金
に
100

万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

⑦　

繰
入
金
で
は
、
4
千
871
万
7
千
円
の
増
額
補
正

で
す
。
神
山
特
別
緑
地
の
用
地
取
得
費
用
の
う
ち
国

費
と
起
債
を
差
し
引
い
た
残
り
を
緑
地
保
全
基
金
か

ら
繰
り
入
れ
る
た
め
の
3
千
279
万
円
と
介
護
保
険
特

別
会
計
の
決
算
の
清
算
に
よ
り
一
般
会
計
に
1
千
592

可 

決 

し 

た 

主 

な 

議 

案

か
で
、
今
後
も
都
市
農
地
保
全
推

進
自
治
体
協
議
会
を
通
し
都
市
農

地
の
保
全
、
相
続
税
の
税
制
面
の

見
直
し
や
補
助
制
度
等
を
国
に
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

清
瀬
自
民

ク

ラ

ブ

渋
谷
の
ぶ
ゆ
き

い
じ
め
防
止
条
例
を
検
討
で
き

な
い
か

　

大
津
市
で
い
じ
め
の
問
題
が
表

面
化
し
て
以
来
、
全
国
で
い
じ
め

に
つ
い
て
報
道
さ
れ
、
調
査
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
も
、
明
確
な
指
針
を
出

す
意
味
で
も
、
い
じ
め
防
止
条
例

の
制
定
を
検
討
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
参
事　

児
童
・
生
徒
か
ら

の
い
じ
め
の
申
告
は
、
先
生
と
の

信
頼
関
係
や
仕
返
し
を
決
し
て
受

け
な
い
と
い
う
環
境
づ
く
り
が
必

須
で
す
。
各
校
を
指
導
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
条
例
の

制
定
は
、
そ
の
手
法
、
効
果
等
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

功
績
あ
る
市
民
へ
の
表
彰
に
つ

い
て

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

新
体
操
で
清
瀬
出
身
の
サ
イ
ー
ド

横
田
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
っ
て
新
体
操
の
選
手
を

育
て
た
藤
島
先
生
を
、
改
め
て
表

彰
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
市
民
栄
誉
賞
の

創
設
等
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ご

見
解
を
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　

企
画
部
長　

藤
島
さ
ん
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
年
10
月
1
日
に
市
民

表
彰
を
お
贈
り
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
サ
イ
ー
ド
横
田
さ
ん
に
つ

き
ま
し
て
は
、
清
瀬
市
体
育
協
会

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
栄
誉
を
た

た
え
表
彰
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

市
民
栄
誉
賞
に
つ
い
て
は
研
究
課

題
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
央
公
園
に
防
災
倉
庫
を
設
置

で
き
な
い
か

　

中
央
公
園
は
災
害
時
の
避
難
場

所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

時
に
は
多
く
の
市
民
が
避
難
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
央
公
園
に
、

防
災
倉
庫
を
備
え
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
の
市
民
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。　
　

都
市
整
備
部
長　

防
災
上
の
備
蓄

倉
庫
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

学
校
や
公
共
施
設
を
含
め
21
か
所

あ
り
ま
す
。
中
央
公
園
へ
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
地
域

防
災
計
画
を
見
直
し
し
て
い
ま
す

こ
と
か
ら
、
そ
の
な
か
で
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　
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８
・
20　

柳
泉
園
組
合
議
会
代
表
者
会
議

　
　

21　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

各
派
代
表
者
会
議

　
　

22　

公
共
施
設
耐
震
化
検
討
特
別
委
員
会

　
　

23　

小
平
市
議
会
（
建
設
委
員
会
）
が
、
樹
林

　
　
　
　

等
の
保
全
に
つ
い
て
視
察

　
　

30　

柳
泉
園
組
合
議
会
代
表
者
会
議
及
び
定
例

　
　
　
　

会

9
・
3　

本
会
議
（
初
日
）

　
　
　
　

各
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　

6　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

7　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

10　

本
会
議
（
一
般
質
問
）　

　
　

12　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

　
　

13　

福
祉
保
健
常
任
委
員
会　

　
　

14　

建
設
環
境
常
任
委
員
会　

　
　
　
　

各
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

19　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

20　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

21　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

24　

公
共
施
設
耐
震
化
検
討
特
別
委
員
会

　
　

27　

本
会
議
（
最
終
日
）

　
　
　
　

各
派
代
表
者
会
議

10
・
15　

各
派
代
表
者
会
議

　
　

17　

愛
知
県
刈
谷
市
議
会（
福
祉
経
済
委
員
会
）

　
　
　
　

が
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い

　
　
　
　

て
視
察

　
　

19　

多
摩
六
都
科
学
館
組
合
議
会
定
例
会

　
　

23　

関
東
市
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　
　
　

東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進
大
会

　
　

24　

公
共
施
設
耐
震
化
検
討
特
別
委
員
会

　
　
　
　
（
視
察
）

　
　

30　

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
議
会
定
例

　
　
　
　

会

　
　

31　

議
会
運
営
委
員
会

11 

・
1　

長
崎
県
島
原
市
議
会
（
総
務
常
任
委
員
会
）

　
　
　
　

が
、
行
政
改
革
「
経
営
革
新
度
」
に
つ
い

　
　
　
　

て
視
察

　
　

5　

清
瀬
市
議
会
が
防
災
に
つ
い
て
、
長
野
県

　
　
　
　

立
科
町
を
視
察

　
　

6　

清
瀬
市
議
会
が
議
会
運
営
に
つ
い
て
、
長

　
　
　
　

野
県
軽
井
沢
町
を
視
察

　
　

14　

港
区
議
会
（
建
設
常
任
委
員
会
）
が
、
リ

　
　
　
　

フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
建
築
に
つ
い
て
、
清
瀬
け

　
　
　
　

や
き
ホ
ー
ル
を
視
察

平
成
24
年
清
瀬
市
議
会
第
４
回
定
例
会
を
12
月
4
日

（
火
）
か
ら
12
月
21
日
（
金
）
ま
で
、
会
期
18
日
間

に
わ
た
り
開
会
す
る
予
定
で
す
。

◇
日
程
（
案
）

12
・
4　

本
会
議
（
初
日
）

　
　

6　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

7　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

10　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

12　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

13　

福
祉
保
健
常
任
委
員
会

　
　

17　

建
設
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

18　

公
共
施
設
耐
震
化
検
討
特
別
委
員
会

　
　

21　

本
会
議
（
最
終
日
）

市
　
議
　
会
　
日
　
誌

第
４
回
定
例
会
の
開
会
予
定

万
7
千
円
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

⑧　

繰
越
金
で
は
、
平
成
23
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

差
引
額
、
11
億
7
千
50
万
5
千
円
か
ら
翌
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
財
源
、
1
億
2
千
327
万
5
千
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
10
億
4
千
723
万
円
か
ら
当
初
予
算

額
4
億
円
を
差
し
引
い
た
6
億
4
千
723
万
円
の
増
額

補
正
で
す
。

⑨　

諸
収
入
で
は
、
財
産
収
入
と
同
じ
く
都
市
計
画

道
路
用
地
に
か
か
る
中
里
第
2
市
営
住
宅
の
移
転
補

償
費
と
消
防
団
員
安
全
装
備
品
等
助
成
事
業
に

957
万
4
千
円
の
増
額
補
正
で
す
。

⑩　

市
債
で
は
、
神
山
特
別
緑
地
保
全
地
区
用
地
購

入
事
業
で
1
億
5
千
900
万
円
と
下
宿
第
三
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
舗
装
等
整
備
事
業
800
万
円
で
1
億
6
千

700
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の

①　

議
会
費
で
は
、「
公
共
施
設
耐
震
化
検
討
特
別

委
員
会
」
の
設
置
に
伴
う
関
係
経
費
に
59
万
7
千
円

の
増
額
補
正
で
す
。

②　

総
務
費
で
は
、
旧
第
九
小
学
校
跡
地
の
埋
設
物

調
査
と
撤
去
に
500
万
円
、
市
庁
舎
耐
震
化
に
か
か
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託
料
に
50
万
円
、
国
や
東
京
都

へ
の
過
年
度
還
付
金
1
億
97
万
4
千
円
、
公
共
施
設

の
今
後
の
耐
震
化
事
業
な
ど
の
対
応
に
備
え
る
た
め
、

「
公
共
用
の
財
産
の
取
得
及
び
建
設
基
金
」
へ
の
積

立
金
3
億
5
千
104
万
4
千
円
の
増
額
補
正
で
す
。

③　

民
生
費
で
は
、「
難
聴
者
用
磁
気
ル
ー
プ
」
3

台
購
入
で
100
万
円
、
子
ど
も
の
発
達
支
援
・
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
相
談
事
業
を
充
実
す
る
た
め
の
臨
床
心

理
士
の
採
用
で
420
万
円
、
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
「
老
人
い
こ
い
の
家
」
を
一
般
開
放
す
る
た
め
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
管
理
委
託
す
る
費
用
な

ど
に
73
万
5
千
円
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
、
学

童
ク
ラ
ブ
帰
宅
時
の
見
守
り
業
務
で
492
万
5
千
円
な

ど
の
増
額
補
正
で
す
。　

④　

商
工
費
で
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
エ
ア
コ

ン
の
修
繕
に
67
万
2
千
円
の
増
額
補
正
で
す
。

⑤　

土
木
費
で
は
、
道
路
の
補
修
や
台
風
4
号
に
よ

る
汚
泥
等
の
搬
出
、
神
山
特
別
緑
地
保
全
地
区
用
地

の
取
得
に
2
億
4
千
379
万
円
、
中
里
第
2
市
営
住
宅

の
用
地
売
却
に
伴
う
3
棟
の
除
去
工
事
や
市
営
住
宅

の
空
室
修
繕
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
725
万
7
千
円
の
増

額
補
正
で
す
。

⑥　

消
防
費
で
は
、
新
人
消
防
団
員
が
増
え
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
被
服
等
の
購
入
や
消
防
団
員
安
全
装
備

品
等
助
成
事
業
に
よ
り
購
入
す
る
熱
や
摩
擦
に
強
い

ケ
ブ
ラ
ー
手
袋
の
購
入
な
ど
で
173
万
7
千
円
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し
、市
内
に
300
か
所
あ
る「
消

火
器
」
の
防
火
設
備
の
点
検
な
ど
に
、
261
万
8
千
円

の
増
額
補
正
で
す
。

⑦　

教
育
費
で
は
、
1
級
建
築
士
の
嘱
託
員
1
名
分

の
報
酬
395
万
2
千
円
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
計
画

策
定
経
費
51
万
6
千
円
、
下
宿
第
三
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
の
ピ
ッ
チ
周
り
の
浸
透
舗
装
工
事
や
国
体
機

運
醸
成
事
業
に
補
助
率
10
割
を
活
用
し
た
時
計
設
置

工
事
な
ど
1
千
225
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。
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平
成
24
年
11
月
5
日
（
月
）・
6
日
（
火
）
実
施

①
長
野
県
立
科
町

　
　

本
年
７
月
に
立
科
町
と
締
結
し
た
「
災
害
時
相

　

互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
立
科
町
議
会
と

　

意
見
を
交
わ
し
今
後
の
施
策
に
活
か
し
て
い
こ
う

　

と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

今
回
は
、
清
瀬
市
と
立
科
町
が
持
っ
て
い
る
資

　

機
材
や
人
的
資
源
に
つ
い
て
、
確
認
を
行
い
ま
し

　

た
。

②
長
野
県
軽
井
沢
町

　
　

清
瀬
市
議
会
で
は
、現
在
「
議
会
改
革
検
討
会
」

　

を
設
置
し
、
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

　

き
か
議
論
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
　

軽
井
沢
町
で
は
、
全
国
的
に
も
先
進
的
に
議
会

　

の
改
革
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
視

　

察
を
機
に
さ
ら
に
議
会
改
革
に
活
か
し
て
い
こ
う

　

と
す
る
も
の
で
す
。　

平
成
24
年
10
月
24
日
（
水
）
実
施

　

公
共
施
設
耐
震
化
検
討
特
別
委
員
会
は
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
に
向
け
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
、
市
内
に
あ
る
株
式
会
社 

大
林
組 

技
術
研
究

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

耐
震
、
免
震
、
制
震
技
術
、
環
境
配
慮
技
術
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
研
究
所
の
内
外
部
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営

等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
、
技
術
能
力
を
活
用

す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

福
祉
保
健
常
任
委
員
会

平
成
24
年
10
月
15
日
（
月
）・
16
日
（
火
）
実
施

①
滋
賀
県
湖
南
市

　
「
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

　
　

障
が
い
を
持
つ
方
を
乳
幼
児
か
ら
成
人
に
至
る

　

一
貫
し
た
連
携
で
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

　
　

市
役
所
の
部
署
を
横
断
的
に
連
携
し
、
教
育
、

　

福
祉
、
産
業
な
ど
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

　

組
織
化
し
、
特
に
リ
ー
ダ
ー
に
教
員
経
験
者
を
配

　

置
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

②
滋
賀
県
近
江
八
幡
市

　
「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」
に
つ
い
て

　
　

福
祉
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想

　

に
基
づ
き
、
福
祉
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
シ

　

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
市
の
組
織
が
横
断
的
に
連

　

携
し
、
市
民
の
要
望
に
応
え
る
と
共
に
、
相
談
内

　

容
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現

　

在
は
市
役
所
機
能
が
ハ
ー
ド
的
に
分
散
化
し
て
お

　

り
、
目
標
達
成
に
は
新
た
な
市
役
所
建
替
事
業
が

　

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

平
成
24
年
10
月
18
日
（
木
）・
19
日
（
金
）
実
施

新
潟
県
長
岡
市

①
「
長
岡
市
立
東
中
学
校
等
の
防
災
機
能
及
び
教
科

　

教
室
型
校
舎
の
機
能
を
活
か
し
た
取
り
組
み
」
に

　

つ
い
て

②
「
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県
中

　

越
大
地
震
）」
視
察

③
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ

　

く
り
」
に
つ
い
て

　
　

長
岡
市
で
は
８
年
前
の
中
越
地
震
の
教
訓
か
ら
、

　

防
災
を
重
視
し
た
施
策
を
多
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

視
察
し
た
長
岡
市
立
東
中
学
校
で
は
、
大
型
の

　

受
水
槽
を
備
え
る
な
ど
、
災
害
時
に
は
千
人
が
一

　

定
期
間
滞
在
で
き
る
だ
け
の
避
難
所
機
能
を
併
せ

　

持
っ
た
校
舎
整
備
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
す
れ
違

　

っ
た
生
徒
た
ち
が
、
皆
明
る
く
さ
わ
や
か
に
挨
拶

　

し
て
く
れ
た
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
長
岡

　

市
の
優
れ
た
施
策
を
参
考
に
、
清
瀬
ら
し
い
特
色

　

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

常
　
任
　
委
　
員
　
会
　
視
　
察

湖南市で発達支援システムについ
て説明を受ける

　
　  

議
　
員
　
研
　
修
（ 

視 

察
）

公
共
施
設
耐
震
化
検
討
特
別
委
員
会
（
視
察
）

ながおか市民防災センターでの視
察の状況

立科町議会議員と災害時相互応援に
ついて意見を交わす

 

・
市
議
会
の
会
議
録
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

・
市
議
会
は
い
つ
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

 

・
市
議
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会

　

事
務
局
へ

　

電
話
０
４
２
（
４
９
２
）
５
１
１
１
内
線
432

最新の免震技術で建てられた
（株）大林組 技術研究所を視察
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▲

提出された議案等の結果

▲

報告
報告番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 清瀬自民ク 共産党 公　　明 風・ ネット 結　果

報告第 4 号 平成２３年度財政健全化判断比率等の報告について ― ― ― ― 了　承

報告第 5 号 清瀬都市開発株式会社の経営状況について ― ― ― ― 了　承

報告第 6 号 平成２３年度清瀬市土地開発公社歳入歳出決算 ― ― ― ― 了　承

報告第 7 号 委任専決事項の報告について ― ― ― ― 了　承

▲

市長提出議案
議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 清瀬自民ク 共産党 公　　明 風 ・ ネット 議決結果

議案第 58 号 平成２３年度清瀬市一般会計歳入歳出決算 ○ × ○ ○ 認　定

議案第 59 号 平成２３年度清瀬市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 ○ × ○ ○ 認　定

議案第 60 号 平成２３年度清瀬市下水道事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第 61 号 平成２３年度清瀬市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第 62 号 平成２３年度清瀬市介護保険特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第 63 号 平成２３年度清瀬市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 ○ × ○ ○ 認　定

議案第 64 号 平成２４年度清瀬市一般会計補正予算 （第３号） ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第 65 号 平成２４年度清瀬市介護保険特別会計補正予算 （第１号） ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第 66 号 清瀬市防災会議条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第 67 号
東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の
増加及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更につ
いて

○ ○ ○ ○ 可　決

議案第 68 号
東京都市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公
共団体の数の増加及び東京都市町村議会議員公務災害補償
等組合規約の変更について

○ ○ ○ ○ 可　決

議案第 69 号 昭和病院組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第 70 号 清瀬市教育委員会委員の任命について 投　　票　　に　　よ　　る 同　意

※表中の会派の名称
　及び議員名

清瀬自民ク＝清瀬自民クラブ （渋谷けいし・渋谷のぶゆき・石井秋政・粕谷いさむ・
友野ひろ子・中村清治・斉藤正彦　7 人）
共産党＝日本共産党（原田ひろみ・深沢まさ子・佐々木あつ子・宇野かつまろ　4 人）
公明＝公明党（鈴木たかし・斉藤あき子・西上ただし・西畑春政　4 人）　
風・ネット ＝風・生活者ネット（小西みか・宮原理恵・石川秀樹・斉藤　実　4 人）
※（　）内の数字は、会派所属議員数を示したものです。ただし、清瀬自民クラブについては、議長を除いた数です。

▲

議員提出議案
議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 清瀬自民ク 共産党 公　　明 風 ・ ネット 議決結果

議案第 19 号
香港民間団体による領海侵入及び尖閣諸島不法上陸に関する
意見書 ○ × ○ ○１　×３ 可　決

議案第 20 号
李明博韓国大統領の言動に抗議し、 政府に対韓国外交の見直
しを求める意見書 ○ × ○ ○１　×３ 可　決

議案第 21 号
「ＭＶ２２オスプレイ」 の配備と低空飛行訓練の中止を求める意
見書 ○１　×６ ○ ○ ○２　×２ 可　決

議案第 22 号 生活できる水準へ最低賃金の引上げを求める意見書 × ○ ○ ○ 可　決

議案第 23 号 社会保障制度改革推進法の撤回を求める意見書 × ○ × × 否　決

議案第 24 号
大型公共事業を見直し、 地域に密着した公共事業の整備を求
める意見書 × ○ × ○２　×２ 否　決

▲

請願・陳情
請願 ・ 陳情番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 清瀬自民ク 共産党 公　　明 風 ・ ネット 議決結果

請願第  4 号 ドライバーの運転マナー向上対策に関する請願 ○６　×１ ○ ○ ○１　×３ 採　択

陳情第 11 号 原発問題に関する陳情 × ○ × ○２　×２ 不採択

陳情第 12 号
宮城県女川町の災害がれき受け入れに関する憲法違反を検証
していただく陳情 × × × 退席１　×３ 不採択

陳情第 13 号
公立学校の教職員の政治活動の制限強化を求める意見書の提
出に関する陳情 × × × × 不採択

陳情第 14 号 １０．２３通達の順守を求めることに関する陳情 × × × × 不採択

陳情第 15 号 １０．２３通達の強化を求める意見書の提出に関する陳情 × × × × 不採択

陳情第 16 号
宮城県女川町の災害がれき受け入れは憲法第２５条第２項違
反なので反対する陳情 × × × ○１　×３ 不採択

陳情第 17 号
宮城県女川町の災害がれき受け入れは憲法前文と第１３条違
反なので反対する陳情 × × × ○１　×３ 不採択

陳情第 18 号
宮城県女川町の災害廃棄物について任意団体東京都市長会に
関する陳情 × × × ○１　×３ 不採択

陳情第 19 号 宮城県女川町の災害がれきの二重契約に関する通告と陳情 × × × ○１　×３ 不採択

　　第 3 回定例会（9 月）で審議された議案等の結果（○：賛成　×：反対）

※　共産党は、１名欠席です。




